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頂版工の型枠支保工は，ジベル筋付きの鉄板と砂型枠を併

用し，鉄板を存置させる計画とした（図-4）．既設トンネル

と側壁間は既に空間が確保されており，砂の流入を防ぐため

に合板を設置し，砂撤去後に回収した．充填した砂は頂版コ

ンクリート圧縮強度 14N/mm2を確認後に，逆噴射ノズルを取

り付けた高圧洗浄車を使用して撤去を行った．逆噴射ノズル

は砂型枠内部に予め設置したワイヤーをガイドにして空間

内に送り込み，内部の砂を洗い出しながらノズルをウインチ

によって引き抜く作業を繰り返すことで洗い流し，バキュー

ム車により回収した（写真-3）．使用した砂は，密閉空間内

から高圧水で洗い流しできるように，シルト分が少ない山砂が適していることを試験施工により確認していた． 

側壁部分の合板は，予め設置しておいたワイヤーにて回収した． 

これらの方法により，既設トンネルと頂版との間に 150～250ｍｍの空隙を確保することができた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ  

① 既設トンネルと新設側壁・頂版の間の狭隘空間の型枠に砂型枠を適用することにより，確実に空隙を確保

することができた．側壁についてはウォータージェットで砂の洗い流しがスムーズに行えた． 

② 頂版については１ブロックが 37m×20m と広く勾配がないため，20m もの距離をウォータージェットで洗

い流すのに時間を要した.頂版の砂撤去方法には，まだ改善の余地が残されている． 

本事例が，類似工事の狭隘空間の型枠支保工に参考となれば幸いである． 

写真-1 側壁砂型枠洗い流し状況 

写真-2 側壁鋼製パネル型枠撤去状況 
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図-3 側壁型枠概要図 

鋼製パネル型枠 

砂型枠 

下床桁 

側
壁 

既
設
ト
ン
ネ
ル 

2000 

7
0
5
0
 

写真-3 頂版砂型枠洗い流し状況 図-4 頂版型枠概要図 
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